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図8粒径の異なる2種類の粉体の液状化に伴うレー リー ･テイラー 不安定とパター ンの形成｡
ところで,このような密度不安定は,必ずしも宮地･兼子の方法で用意された粉体層でなくとも起こり
うる.例えば,砂層中の構造物近くでは液状化により排出された水が構造物下面で滞留し,濃度の
薄い領域が形成されそこで密度不安定となって.地表に吹き出すこともある.この場合､透水性のな
い構造物の固体壁が宮地t兼子の方法での粒径の小さい粉体粒子層と同じ役割をしていることにな
る｡
いずれにしても､水平方向に一様な地盤であっても鉛直方向に透水性の不均質がある場合､レー
リー ･テイラー不安定が発生し､その結果､下層地下水のチャネリングによる排出が発生し､その水
に引きずられるように下層の砂も排出される｡ただし､その実態はほとんどが水である｡また､その排
出路のパター ンの波長は不安定の成長する距離である上層の厚さとともに長くなる｡
5.おわりに
ここで､述べたのとまったく同じ液状化現象はわれわれの目に触れることはほとんどない｡それは
地表面が水中にあるような状況は海底､湖底といったところでしか実現しないからである｡ただし､表
面の不飽和土層を介して乱された形で現れるにしても､その本質を推定することは可能である｡観測
例はほとんどないが､地震直後には液状化現象の典型的な地表形態など出現している可能性は大
きい｡
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